
ぼにばなの丘
ヒゴタイは氷河期に大陸から渡ってきた植物で､ 熊本県の阿蘇や広島
県北部などに自生しています｡ また､ 環境省の絶滅危惧ＩＢ類に指定さ
れています｡
比和町では､ ヒゴタイのことを�ぼにばな�と呼び､ 盆花としてオミ
ナエシなどと一緒にお墓に手向けていましたが､ 農業の近代化にともな
い草刈り方法も変わっていったため激減しました｡
比和町で最初にヒゴタイの保全活動を始めたのは三河内小学校でした｡
三河内小学校に学び､ 地域でもヒゴタイを守り育てようと､ ｢ヒゴタイ
の会｣ が結成され､ 年５～６回草刈りを実施し､ その内の３回は都市住
民などと交流活動を行っています｡
三河内小学校近くにある慶雲寺には､ 三つ子山城主の墓塔や三河内八
十八箇所などがあります｡ その参道脇に ｢ぼにばなの丘｣ を創り､ ヒゴ
タイなどを昔のようにお墓に手向ける花として守り育て､ 三河内のぼに
ばな文化を伝承する取り組みを行っています｡ 小田雅平 (比和町)

次世代へ引き継ぎたい有形・無形
の財産の中から､ 市民が庄原市全
体の宝として選ばれたものを紹介
するコーナーです｡ 自然・歴史・
文化・生活・産業など､ 各分野か
らご推薦ください｡

応募方法
名前と住所をご記入のうえ､ ｢ここ
が好き｣ ｢ここがすばらしい｣ ｢こん
な保全活動をしている｣ など､ ”庄
原の宝”への思い入れなどを200字
程度にまとめ､ 写真１枚を添付して､
郵送またはメールでご応募ください｡

応募先
〒727-8501
庄原市中本町一丁目10番1号
庄原市企画課広報統計係�0824-73-1159
メール kikaku-toukei@city.shobara.
hiroshima.jp
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